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・ 供述 調 書
本 人 症還 還間間 間間間 間

尾 洛 人間 (大 川原化工拉人
| を 視上し しず )

中和 2 8 年 1 1 月 8.0 昌生 (70 歳 )
「 上隊の 者 に対する外国外事件 につき 、 平成 31 年.

] Jo 王 還 還 間 にに お いて は、あらかじめ徹 |
ラー沿っ客層まつ e までき oe
| 人次の と お り 休館 し た HOGE AREN

只今 。 漠事さん か ら 、 記てへ
・ 但 い理解しました に ドー mr ーー

私は現在、大 川原人工 機 折式 会 社 の原 問 をして います。 当 社は、 日本間 っ.
導人時 にびる中電導のサー ディ ング カン パニー と し て 、 as

|] 全 業 人はも と より、 中国を は じ め と する東 ア ジア、 東 南アジア 、 ヨー ロ ッ パ、
米国 等の各外国企 業にも 多く の状 屋 を販売し て きま し た。 ーー
成吉各 は 、 平 成 25 年 0 月 15 日の栓 販管理合の 一 部 政 正により 、 輪

規制が始まり ま したが 、 当社の装置は、こ れ ま で全て 「 非 該当」と し て坦
出して きま し た 。 現在 、 不 正答出の 開い で和警 答 査 を 受けていま す ので 、|
本 日は、 員霧吉 器を 「 非 該当」で 輸出した経 線等についてお 話しします 。

2 才は 、 平 成 19 年 5 月 頃から 平成 26 年 6 月 に 退職 するまでの間 、 当 社 のナン
喋 視 庁

もは 病 さなく て も時いと いう と と を |



的

に ビニトニ

バー2 と し て専務取締役に就いていま し たの で 、 噴竣乾 燥 器 の 輸出 規制が 開

始された 平成 26 年当時 も 専務 取締役 でした 。

平成 2 年頃から 海外 営業部の委 国 順司が 、 経済業省や安全保障 質 易セン
ター、 通 称 レステック の搬当 官と 「 呆区時 問 の輸出 下 制 」 につい て や り 取

り し ている よう で したが 、 内容 等は聞いて いま せんで し た 。 確か、 平 成 24 生

の月頃だ っ たと記憶して 対りま すが 、 私 は 島田 順司から相談 を 受け、 噴 霧 」

和夫人に党加きれ る こ と を知ること に な り ま した。
私も 輸出規制につい て は 、 人信 と して和正 な間 十 で あり 、 「 表当 品 」と も

な HL 電 でき ない前がてくる可能 性もあると思うていま し た ので、
な る べく こ の件に関わり 、 担当 の島田恨 遷尼 いろいろ と ア ドバイ ス を して い .
DD 一 経済人の要記ちと |

合をしたほか 、 スールでのやり 取りも確認し て いま まし たッ
econs SR 等において 誠に よが . -
っていた と皿います。

ただ役は当時、 所和 和を 受 け、 世代代を スカーズに進め る ために、太 |

ーー
シー

長 の息子で ある . 較粒粒 革の上育担当 も 二 きに 往い て いましたので、 こ の輸 |
出 症 側 の ととに つき ましてなは 、 島順司から 視 談されれは答え て いま し た が 、
社長への細かな報告は、抽当 の 島田 順司 が 行っ ていた とと思います 。.
私がこ の輸出 電 出に つい て も っ と 関わ っていれば 、 今回幣察にど 遂 感をか

3 次 に 、 吊穀吉 器 の 輸出 規制の概要について お 話します 。
ける よう な ことは 無かった と、 今になっ て 自分なり に反省しています。

忠夫 徐 は、 則 貞操 管 理合に 基づき 、 経済 産業 者食マでイロ ハの 3 項目

の輸出 規制 要件 によっ て規制 されています 。

警 視 店
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( 供作主筆読紙 ) 3
この と き 杯 隊は、 平 成年 12 月 17 付け 、 HH
の 出力 印字結果 報告 書 ( 本社 第 6 4 0 号 輸出 規肖 関係 姓類 ) に 添付された 資料
の内、必要 箇 所 を 供述人に 示し、説明を 求めたうえ 、 本次 料 を料 1 し て本

調和 末尾 に六 付する こ - と と し た 。
只今、見せて 頂い た守拓は、 輸 出 者側が、噴竣燥各界規制要件イ、

中 ハの革当 性 を 判 過す る 項目基地 赤 で す *

mp は

es

RE
。 甘 了衝 1 0 マイクロメー

ことが本なもの

2

とが可能な も の
"990 手 10 マ イク ロメ ー ト YT の提をするて |

> だたが でのの人 XB あを する < こよ が できる
ゃ の

SL て いと お り 、 こ 290 有 HH にきれた
の規制 内 容 で、そ れぞれ の項目について天当 、 非 革当 を 判定し 、イロハ の項

上全て該当の場合は、 経済 美 省に 輸出 許可 の 申請 を しなければぼな り ません 。

4 それでは 、 経済 産業 省 やシス テッ ク の担当官と 噴 却寺如 器 の 輸出 規制 制定

に 向けた や り 取 り の状況等につい ておお話しします 。

、 先ずは、当 社 親 噴 般電 燥 器 の該当 竹ですが 、 イドつい て は 大 型 機 以外は

員 視 店
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. ( 箕 述 調 天等 継続用 紙》

「 該当」す る と思います。

につい て は 、R ノズル付き の定型機で も る 、N し シリ ー ズ や R エしシリ

ー ズが「 炉 当 」す る と 思います 。

へに ついては 、当 初から 、 各 担当 家 の 間 で いろいろ な 意見 が 出まし た が 、

| 生物 ・ 学 皇の思内 理 レジ シー ム で みる 押還
FL その規制 的 が 生物 兵部 半に 佐用できる 且連所必 ・ 投

| | 衝の夫抽について衣し合わ れ て いる こ と を 考え |
| 完全 [ 和」 が居、つまり 「攻 | ーー

ー
ズ

て
コ

よいうこ と で閣大 進んでいま した。
まこ ろ が 、 24 和張だった EE 人の唱和

ニ Sp 2 4 し mL のの |

「 ーー | [EN する に と と した 。
8 時 誉 EER 弘

とや で 農単庄 み 涯や >ー そ do 曽
| _ |_

| と ある よう に 私に も 宛てられて いる こよ が 確認できま す 。.

ここ に妨 載 されて いる 中 で 、 ハ関し、

8) " 奈所直錠 につい て

日 本 の 実情た 汚いて は若気 滅菌が妥当な の か も し れ ませんが、デ

鳴 視 店



( 氏 績守等続 用 和 ) お )
ンマー ク の返答にあるとお り 。 乾燥 滅でもある租度城 菌が 出来 .

る と の こと なの で 、 泊 菌 及び条前 の 方法を 指定せず包括 的 か 玉音

に せ ざる を 得な いのでは な いか と 思い ます 。

と ありますが、 和は これを 見 て 、 納香いきません で し た 。

デンマーク の 言っ ている 「閉 燥 滅菌 」 の ことを 「殺菌 」として表現してい

る か ら です 。

そゃも そ も 、 「商 と 「条蓄」 のいか 分か って いないのか 勘違いして

」 いる のではないかと思っ たのです 。
その時 相手には各明 しませ ん で した が
人 は 、 全ての商 類を完全に 死させる こ と

T 生菌 ] は 、 や る お 革 き賠 1 ポーセ ント ででも ri
「 洲還 は、 家もされていない

] < す pe、 評は付 ていて も 意中全く 人ん ry で 9 LG 「 殺 菌」 と な る と 、

と て も 幅広 く 解駅する こ とになる のです 。-
ー っまり、 HA 和音で な けれは、 店
の en こと は 出来ませんが 、 電電商 と な る と、 大 陽 商等の最低電度で
ある 40 度く らいか ら 、 般 の導原 散で も 80 度 く らいで完き せる こ と が出来
るのです。

私は、 「 乾 燥 滅菌 」 のこと を 「殺菌」と 表現され て いた こと か ら 、 こ の量

換えについて確認しておく導 要があった こと から 、 友六間業の 講 ミ ん
と 話し 合い を するた めに、こ のメール を 受けた 後 の 平成 24 年 3 月か 4 月頃だ

った と志憶し ていますが、鳥 田 順司と一 緒に 上技、還較較に 出向きま し

た。 その時は 、 還較 : ん のほか 、 確か、還証較議較の拓当 到 2 人が いま した

鞭 視 庁
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( 筐 途 調 香 等 継続用 紙 )

ので 、 私自身がへにある 「 弧 路 』について申し 入れまし た 。

その時 の や り 取 り で記憶 し て い る こと は 、 担 当家 らに 「 閉 井 汰 菌 」と 「疫
菌」の 若い に つい て 説明 し た 後、解 邊 の幅が 広い 「殺 散」 を 入れること で、

他国に 比べ広秋囲の 規制 にな ってしまい、 月 本 の 一 般 輸 出に大 きだな 影 響 が 出
る可能桂があること を説明 しましたが、私の意見 と まったく か み合 わ ず 、終
い には 、 つ い軸春 し

メ ーカー隊出でき な くく なるし、
【 いレト いさいで 。 でし ょ ・

| とま幼し ました 。 本
それな ら FE のを付ける べきーー

| その 科には、 RODPE DO 意」
私に な 」 RR [な っでいた Ll

ムレ

5 ぶ和 同 其涯涼再 き 書圧六 征当 向 洋生計 堂 ほ ざ涯 尾 和・隊 四 選 同学 8 地
が記載された書類 を 見 せられた 時のこと についてお 話し します。
中 乾燥時の 輸出 規制の好 行 が 平成 95 年 10 月 15H です から 、 その 1 、2 か

月くらちい前の ことだっ た と 思い ますが、 私は島田順居から

部 産 省 か ら 正式に 輸出 規制の内 容 が送られできま した

省令は このように な り ま した
と A4 サイズくらいで 1 0 0 ページくらい の國子を 淡され 報告 を 受けまし た 。

嘆視 庁
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(人 滴春 等継続 用 紙 ) 、 2
私 は何れにしても

ご の牙 正案のハの 欄 を 見 て呈 然
と しまし た 。

経済 産業 者 に は、何度となく 「殺菌」の定義を入れるよう 申し 入れで いた

に も かか わらず、 ハの 欄 に は 、

定 胃 し た 状態で内部の削又は殺 画をずる こ と が できるもの
-と あるだけで ーー 、

「 のに 対する 定和が 入っ ていなかっ た
か ら で す 。

ー RR
「殺 菌 」 がが ! 上 上] の こと を指しで いるの か どう かを 知る

上
ea CASESET

| ときみ 委員に
本 YY つの

| ay EE
その後 のこと に ついて は 、 当 然 、旨省 に 確 認 のうえ 、 [赤沼 」 と |

して輸出し ていた も の と思っていま し た 。

6 今回、意 査を 受けたことで還出 規制 内容の 確認を 怠っ て いた こと を 知り ゝ

、 義 果 的に全て 「 非 及 当」と判定 し て いたこと を 知り ました。

今昌 で す が、あ の と き 私が社長 特命の 仕事を 後回し にして で も 、 確 認さえ

取っていれ ば 、 こ んな問題公 は ならな か っ だ の で は な いか と 思っ ています。

ただ 、 会社の 方針は 社長 に決定権があり ます の で、「吉非」を最終 的 に半
舟・視 庁



(所 信吾倫等訟 用 )

断したのは、社長の大川原正明のは ずで す 。 社長が 最終 決定 者 ですし島田器

司 は担当者ですので、こ の 2 人が

-「 非 誠当 」. と 最 将 決定したも の

と恩います。

先ほども言いまし た よう に 、 呈吉 各 器 の 輸出規制が所 まった と き に 、. 和
国司 人 に 任せるの ではなく 、 が和に出朴いて 確了すればか |

| っ たと反省 しています。
今後は 、 和香をきちん と 行い 、 二度とこのよう な こ RR

ニー で A 夏 車 て 】。

直 あぁ 介 う
以 と っとちり鍵珠し て約 み用か を る た. 関| さと > > 涼み 3。 ベやで生れ

1 守っは Ss しも た 、 人ではや km

でた有人 oN ェ 勿

基世20223
た | |
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IO ーーー?

大用は
高還海外営業

にな ってお ります 。でと

ご ※ い導電 遇 do
・ ボ分著 発時の 400kg に ついては 。 今 一 度デンマークに確 褒 してみたいと

: 息束 400 人何メー トルぐ 5 いの 病 拉になるの

人 お TEN
確認じます。放作 すか、本メールにて志 したはうに、 草 がどんな電鹿
その他 の パラメータがどん な 値であるうとも、水分 恭 発量: 0 人 oo 明ま

| 巧 載半加財 巧が当選 み め 『 不圧央 SS

LY でてご指摘のとおり 、あるる特定の 剤 プーカーの 提 を指定することは人 かに
題はあると 思い ます 。地 : まな | に平均迷子径に ついてしっ く .
のでが前に利社 を含め上錠の メーカーはど
のような定義 を 使っ て いる のでじょう か 。 また に | による測定はそ ,。 .
潜 (= 糧 の パラメー を家定 (入れ しで ) SSO 。了
人でじょうか。を れともレー ザー測定はまっ た く定義を勤
径 を 測定するもの な のでしょうか 。
ツマークに は 『VMD」 のような定且 が必要なので |

・ に に 返答があった次第です。

が要人な の かもし れませんが 、 デンマー ク
の返答にあるとおり、東 燥 滅落でもある 程度 滅菌が 出来ると のことなので 、

、 表日 、にて ce いれ

で人

ーーー Original Message ーー
4

水分 蒸発 量へ 二 M 洛 吉符 還語料間みほ封じ 込め が必要 となる ので
> それを可能とする 襲 置 は 400ke/hr はなり得ない。
> よって 40Ke/fr 租度ど提来 政しました 。 また、坦 朱人を 月 計 久な いと

のをだせずきせぎるを向いのではおい



発呈は 族 化し て しまいます 。や人 き了玉 Rd 司隊人束キ還 間 評 閉め 8 る光束和
導き me 江 電 -
と eg ]

セー により方 法 でもまい とは過 い

>> ooowaeukmo
> と挟ました。

る規 評 た ついて 、 提末 | である デンマークタび 往の回
に おける入口 出口 温度 の 規定の必要 性 、2 平 均 粒子

> 程 の測定 単位の必要性、天上も いて見解を求めたとこ
ヶ ろ回答が あり まし お する と 等をお側し

閣員前和信をはすることは 重要 との考え は i しい が、産業界や我々 (デンマーク ) 自身 の噴唆乾燥 や 径 の 測定の 経験から、オー ガニック バウタこの
. > 測定 単 位 は 既に 確立さん た も の であり 、 オーガーッ ク 原料の 員表 導に よ

ー に | 、 レー に よっ- PO たい -
潤証 aupmenti は 守らく 以下 の測定 装置だと思われます 。

nalvsN

@ 落 気 江細

5

3> Gapable of being sterilzed or disinfeeted jp atu は臣 加を全むすべ



1 @

っ 1 てイフ。隔 浪 移 下 en 凌馬 施 右 ( 誠 測 革 選 S 河六 )人でる沢でわるた
め 、 蒸気 散 に限定したくない。 -

> 注 :「iog 6」 が 何 なのかは不明 です 。
に
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ah たも のであり 、 技 術学ータにおいて送 業 界によっ て
] され て いるも のである 。 どんな oapacity( 能 力 ) でも 最大の 運転パラ メー タ

くく
くく

く

G
|

- 旧

記される 。water evaporation capacity に 敵し て、こ れは 温度だけではなく

レー トも関連している。したがっで 、 我々の 理解で はこの パラメータ は十分まく
ぐ
の

く
て

と
だ

ブッ
テマ

nm
.

> て の 癌 記載する 技術データにおいて産業 界 によって 使用され
> る ものでめる。 これはな技情報なの で、 この パラメータは交のまう
交限 弓子を合用すること によって定 琴され 誕で

2 床二

北、

学小殴のように貧信牙連 に お いて 使用され る 異な る 渡方法 がある 。

30 ンートにいて 以下 の衣 がある - 和において は
よ計物遅 前 年法 バー には他光薬弄の 使用 # ,
仙人か生きている作物全て除去する こと家う。

慮すると、大如出上温度を舎 む 他 のパラメータを操作しでも閑
、う 値の水分 基 発最を出せる提 器 に ついて電出 許可 の 対象となり ま す。 この部

分を国内 流令 にてな ん ら か 手当をすれば 、 特 度 問題はな いと 考えられ ます
し 3 か まだ 後に つい ては、 やはりレーザー解

展 ご教示項けれぽ 率い です 。

に ついては 、 これ も友 立され たものであり、 成可能な すべ




